
■標準履修期間：4年間

大学院臨床系連携講座
大学院臨床系連携講座は、博士課程臨床医学コース選択者を対象に、臨床医学研究の展開を図ることを目的として、札幌市内15、道内13の病
院と医療機関に設置されています（令和5年4月現在）。
大学病院で診ることのできない患者情報の収集や、高度かつ専門的な診断・検査・治療を行う特色ある医療機関において、第一線で活躍する臨
床医から研究指導を受け、併せて専任教員による複数指導体制のもと理論と実践を融合した教育を展開しています。
なお、臨床医学コースの研究内容は、大学病院あるいは連携講座の設置されている医療機関での診療を通じて得られた臨床検体、臨床情報の
解析が含まれていることを前提にするものです。

●臨床系連携講座が設置されている医療機関（名称） 計28

■修了要件
①学位論文の提出　
②インパクトファクターのある英文学術雑誌等に掲載または掲載予定の英語基礎論文1編（申請者が第一著者となっているもの）
③所定の単位30単位以上の修得

■中間審査
3年次の最初に中間審査を行い、審査委員による進行状況のチェックを受けます。

■コース選択制度
医学院担当教員がすべての学生の指導・教育に参画できる体制である単一専攻制（医学専攻のみ）を導入し、社会の多様なニーズに対応した目
的別のコース制による融合教育を行っています。

短縮修了：インパクトファクターのある英文学術雑誌に掲載の英語基礎論文2編以上（第一著者）で、履修年限を最大1年間短縮可能です（他
に要件あり）。

長期履修：社会人の場合、4年分の授業料で最大6年間在学可能です。

社会医学
コース

博士課程の概要

臨床医学
コース モデル動物や細胞を用いた従来の基礎医学研究手法による研究ではなく、人を対象とした臨床医学研究遂行能力を修

得します。大学病院で診ることのできない症例や高度で専門的な診断・検査・治療を行っている特色ある医療機関に設置
する「臨床系連携講座」で、専任教員と第一線の臨床医である連携講座教員による複数指導体制の下、理論と実践を
融合した臨床医学研究を行うことも可能です。

基盤医学
コース 将来、研究者として自立できるだけの幅広い専門知識と研究に必要な実験のデザインなどの研究手法や研究遂行能力

を修得します。さらに専門的知識を学際的な医学・生命科学研究に活用・応用する能力を培います。

生物学、生命科学的アプローチとは異なる社会医学的、予防医学的視点から、研究倫理、統計学の基礎と応用、医療情
報学、ＥＢＭ（エビデンスに基づく医療）などの社会医学研究法を修得した上で、公衆衛生学や予防医学分野における研
究手法や研究遂行能力を培います。

　看護学生として患者さんにかかわるうちに、社会全体の健康を考えたいと思うようになり大学院に進
学しました。修士課程で学んでいく中で、さらに掘り下げて研究したいと思ったのが、博士課程への進
学を決めたきっかけです。
　今は、地域に住んでいる方のどんな生活習慣がどんな健康状態に影響を及ぼすのかについて研究しています。実際に地域で生活を
営む方 を々対象にしているため、思った通りの結果がでないこともありますが、日々PCとにらめっこしながら、時には地域に出かけながら、
少しでも健康のためのヒントをつかめないかと奮闘する日々 です。研究の成果が少しでも地域や社会のためになればと思っています。

集団の健康を考える
社会医学コース／公衆衛生学教室（令和4年度入学）

若狭 はな （わかさ はな）

MESSAGE コース在籍者からのメッセージ

　医師として小児科、特に小児循環器領域の臨床業務に従事していました。日常診療の中で現在の治療法
の課題や限界に直面するうちに、より良い治療法の開発に貢献したいという気持ちが高まり、臨床現場を離れ
て博士課程に進学しました。
　心筋幹細胞移植療法は心不全に対する治療選択肢となる可能性がありますが、臨床応用に向けては治
療効果を含め多くの課題が残されています。治療効果の向上に向けて、小児科は薬学部薬剤分子設計学
研究室と連携して研究を進めています。私のテーマは、ミトコンドリア活性化心筋幹細胞を用いた細胞移植療法の開発です。皆さんと一
緒により良い治療法に繋がる研究に打ち込める日を楽しみにしています。

より良い治療法の開発を目指して
臨床医学コース／小児科学教室（令和2年度入学）

白石 真大 （しらいし まさひろ）

NTT東日本札幌病院／柏葉脳神経外科病院／札幌麻生脳神経外科病院
札幌厚生病院／さっぽろ神経内科病院／札幌北楡病院／市立札幌病院
手稲渓仁会病院／斗南病院／北海道医療センター／北海道がんセンター
北海道整形外科記念病院／北海道脳神経外科記念病院
北祐会北海道脳神経内科病院／JCHO北海道病院

医学・生命科学領域での研究者および教育者の育成を目的とするコース

優れた臨床技術と研究能力を兼ね備えた臨床医等の育成を目的とするコース

地域社会や国際的なレベルの健康・安全の維持・向上に
幅広い知識と高い技能を持って取り組むことのできる人材の育成を目的とするコース

コース案内

【札幌市内】
旭川赤十字病院／えにわ病院／江別病院
小樽市立病院／帯広厚生病院／釧路ろうさい病院
市立釧路総合病院／市立函館病院／苫小牧市立病院
函館整形外科クリニック／函館中央病院
国立病院機構函館病院／北海道せき損センター

【北海道内】

　私は、学部4年の頃に病理診断の現場を見て診断病理学の面白さを感じたことから、病理医の道
を選びました。病理学は奥深く、サイエンスの進歩やNGSなどの新技術の登場とともに、腫瘍をはじめ
とする疾患の病理分類も日々 新しく改訂され続けています。そこで初期臨床研修と並行して大学院博
士課程に進学して、最新のサイエンスを学び、分子病理学的技法に触れることは病理医のキャリアでとても貴重な時間になると考えまし
た。腫瘍病理学教室では最新の研究手法を学び、病理学の得意な空間的解析などの手法を用いて臨床に還元できる知見を得られる
ように研究を進めていきたいと思います。また教室に関連する臨床医や理系・情報系の科学者など多彩な研究者から刺激を得られるの
も魅力です。

病理学教室から臨床へ
基盤医学コース／腫瘍病理学教室（令和4年度入学）

伊勢 昂生 （いせ こうき）
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